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大
口
城
跡
で
新
発
見
!?

大
口
城
跡
で
新
発
見

〜
西
南
戦
争
の
塹ざ

ん

ご

う壕
跡
か
〜

薩
摩
の
山
城

土塁の一部から古墳時代の地下
式横

おう

穴
け つ ぼ

墓とみられる跡も発見！
本丸（写真右側）を臨む大空堀は
最大で高さ 10 ｍを超える！

新東晃一さん新東晃一さん

　

大
口
城
は
、「
牛
山
城
」「
牟
田
口
城
」
と
も

呼
ば
れ
、
も
と
も
と
牛
屎
氏
の
居
城
(
１
１
５

８
〜
)
で
し
た
。
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
牛
屎

氏
―
菱
刈
・
相
良
氏
―
島
津
氏
(
出
羽
守
忠
明
)

―
菱
刈
氏
―
島
津
氏
と
、
そ
の
所
領
は
何
度
も

変
遷
し
ま
し
た
。
戦
国
武
将
と
し
て
名
を
は
せ

た
新
納
忠
元
公
を
地
頭
に
迎
え
て
か
ら
は
、
島

津
藩
北
薩
の
要
塞
と
し
て
幕
末
ま
で
利
用
さ
れ

ま
し
た
。

西
南
戦
争
の
塹
壕
跡
を
発
見
!?

　

歴
史
あ
る
大
口
城
で
す
が
、
城
と
し
て
の
役

目
を
終
え
る
と
、
孟
宗
竹
や
雑
木
に
覆
わ
れ
原

野
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
大
口
城
跡
を

甦
ら
そ
う
と
２
０
１
６
年
か
ら
伐
採
・
測
量
・

桜
木
植
樹
を
続
け
て
い
る
「
大
口
城
を
愛
す
る

会
(
広
報
い
さ
２
０
２
１
年
３
月
号
)」
の
み
な

さ
ん
が
、
こ
の
度
、
西
南
戦
争
(
※
)

の
塹
壕

跡
と
み
ら
れ
る
４
基
の
遺
構
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

新
東
晃
一
会
長
は
「
ト
レ
ン
チ
を
掘
っ
て
地

質
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
人
工
的
に
掘
ら
れ
た

穴
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
大
口
城
跡

と
高
熊
山
は
わ
ず
か
２
・
４
キ
ロ
の
位
置
関
係

に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
敗
走
す
る
薩
軍
が
掘
っ

た
塹
壕
跡
と
み
て
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
に
は
「
黄
金

の
杉
(
杉
樹
痕
跡
を
発
見
)」
の
伝
承
話
が
あ

る
そ
う
で
、
新
東
さ
ん
は
「
こ
の
杉
は
薩
軍
兵

士
の
慰
霊
の
た
め
に
、
後
か
ら
植
樹
さ
れ
た
も

の
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
口
城
跡
の

整
備
と
並
行
し
て
、
今
後
、
周
辺
に
銃
弾
な
ど

が
落
ち
て
い
な
い
か
探
知
機
で
調
査
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

　

平
安
・
鎌
倉
時
代
か
ら
続
い
た
大
口
城
で
、

西
南
戦
争
遺
跡
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
意
義
深

く
、
地
域
の
歴
史
を
紐
解
く
手
掛
か
り
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

寛文～延宝年間に描かれた絵図

（県立図書館蔵）。防衛のためか、

城内の詳細は描かれていない。

　県職員として県埋蔵文化センター次長など　県職員として県埋蔵文化センター次長など

を歴任。定年退職後に、豊臣秀吉の薩摩征伐を歴任。定年退職後に、豊臣秀吉の薩摩征伐

の足跡を辿る研究を行っている。大口城跡のの足跡を辿る研究を行っている。大口城跡の

調査・整備活動は、調査・整備活動は、268 回延 2296268 回延 2296 人が参人が参

加（1月末現在）。加（1月末現在）。

寛文～延宝年間に描かれた絵図

（県立図書館蔵）。防衛のためか、

城内の詳細は描かれていない。

大口小学校大口小学校

大手口大手口

新納忠元
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大口城を愛する会のみなさん 毎週土曜日に元気に
作業しています！
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※
西
南
戦
争
︵
１
８
７
７
︶
に
お
い
て
︑

　

伊
佐
市
で
は
高
熊
山
・
坊
主
石
山
で
薩

　

軍
・
官
軍
の
激
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

高
熊
山
山
頂
に
は
︑
当
時
の
塹
壕
跡
や

　

弾
痕
が
刻
ま
れ
た
岩
な
ど
が
残
り
︑
激

　

し
い
戦
闘
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
︒

杉樹痕跡

日　

時
:

料　

金
:
一
口
２
、
０
０
０
円
(
当
日
受
付
払
い
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０-

２
５
１
４-
７
３
４
１

(新
東
)

　
　
　
　

３
月
５
日︵
日
︶
10
時
～

第
５
回
桜
植
樹
祭
オ
ー
ナ
ー
募
集

予約制


